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せいれい通信お 知 ら せ information

■2025 年頭のご挨拶
病院長　鶴井　聡

■SCOPE
　～知られざる病院事務職員の世界～　
「情報システム室」

■MRI装置 更新工事のお知らせ
■外来担当一覧表

山本事務長・鶴井病院長・渡邉看護部長

MRI装置を更新するための入れ替え工事を行います。
工事に伴い、下記の期間、MRIの利用が停止となり
ます。また、期間中は作業に伴う騒音・振動の発生
により、ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

2025年3月1日（土）～ 4月30日（水）

近隣医療機関に検査をお願いします。
ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。

MRI検査精度の向上

・機器装置の開口部が70cmと広く設計されており、
検査中の圧迫感が軽減されます。（更新前60cm）

・AI機能の搭載により、検査時間短縮と高速化が
図られます。

・検査時に発生する音の低減により、心理的な負担
が軽減されます。

スコープ

～知られざる病院事務職員の世界～ ～知られざる病院事務職員の世界～ 
「情報システム室」

SCOPE

●利用停止期間

●利用停止期間中のMRI検査について

●MRI更新目的

●更新されるMRI機器の特徴

MRI装置 更新工事のお知らせ

文責 放射線課 坪内文責 放射線課 坪内患者さんに直接関わる機会はありませんが、皆さんが安心し
て診療を受けられるよう、縁の下で支えています。
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患者さんの医療データを効率的かつ正確に管理するた
め、病院では様々な情報システムが使用されています。
代表的なものは電子カルテで、検査システムや放射線
システムなどを連携させ、より効率的に医療データを
活用しています。
日々の診療に欠かす事の出来ない病院情報システムを
安定して稼働させる事はもちろんですが、データを安全
に保管するためのセキュリティー対策も行っています。 
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に保管するためのセキュリティー対策も行っています。 

24時間・365日稼働させるため、
システムの監視やメンテナンスを
行っています。また、万が一災害などが起きてしまっ
た時のためにバックアップ体制を整備しています。
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●システム運用・管理

システムが正常に稼働していてもプリンタが故障して
しまうと、患者さんへお渡しする検査結果や予約票な
どの印刷ができません。
そのような事がないよう、各種機器のメンテナンスや
故障時の対応を迅速に行っています。
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●機器の保守・メンテナンス

大切な医療データを適切に管理し、セキュリティー対
策を行っています。
また、データを加工・分析し活用することにより、官
公庁などから求められる統計や病院経営に寄与する
データを作成しています。
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●医療データの管理・活用

【情報システム室について】
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皆さんは病院の事務職員が
どんな仕事をしているか
知っていますか？
「情報システム室」の仕事に
ついてご紹介します。
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本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
昨年は、地域の皆様ならびに当院をご利用いただい
たすべての方々に、深いご理解とご支援を賜り、心よ
り感謝申し上げます。私たちの病院が日々進歩し続け
られるのは、皆様のおかげであり、その重みを改めて
感じております。
振り返りますと、昨年の元旦は16時10分に発生し
た能登半島地震から始まりました。それから1年が経
過、さらに9月の豪雨も重なり、復旧作業は未だに遅
々として進んでいない状況です。復旧の遅延には、地理
的特性やインフラの不備、急激な物価高騰などが影響
していますが、特に人手不足が大きな要因となってい
ることが指摘されています。これは「対岸の火事」で
はなく、私たちの地域にも当てはまる問題であり、決
して他人事ではないことを痛感しております。この問
題を「他山の石」としてではなく、私たち自身が直面
すべき課題として真摯に受け止めるべきだと考えてい
ます。
さて、私は昨年6月に院長に就任し、「地域密着型多機
能病院」を目指して、職員とともに病院運営に取り組ん
でまいりました。取り組みの一例として、救急受け入
れの強化、入院及び退院支援の充実、聖隷沼津健康診
断センターとの連携強化などを進めてきました。
本年も、地域の皆様そして当院をご利用いただく
すべての方々に、安全で安心な医療を提供し、愛され
続ける「地域密着型多機能病院」を目指して、職員一
同取り組んでまいります。医療の現場では、働き方改
革が進む中で、人員確保が大きな課題となっています。
私たちが目指す「地域密着型多機能病院」の実現には、
共に働く仲間を増やしていくことが不可欠です。新年
早々お願い事となりますが、ぜひ当院にご興味のある
方がいらっしゃいましたら、一緒に働いてみませんか。
また、お知り合いの方で病院での勤務をお考えの方が
いらっしゃいましたら、ぜひお声掛けをお願いします。
本年が皆様にとって、健康で素晴らしい年となりま
すよう、心よりお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせ
ていただきます。　　　　　　　 病院長　　鶴井　聡

あけましておめでとうございます。
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年頭のご挨拶


